
 

◆
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
お
お
の
設
置 

大
野
支
所
建
物
内
に
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
を
設
置
。
研
修
室
３
室
と
ミ
ー
テ
イ
ン
グ

ゾ
ー
ン
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 
 

工
事
請
負
契
約
の
締
結 

◆
宮
島
お
も
て
な
し
ト
イ
レ 

木
造
２
階
建
て 

延
べ
面
積
５
０
４
．
２
８
㎡ 

［
請
負
金
額
］ 

２
億
６
５
６
８
万
円 

［
請
負
者
］ 
株
式
会
社 

増
岡
組
広
島
本
店 

◆
大
野
東
部
公
園
整
備
工
事
（
土
地
造
成
） 

大
野
地
内 

深
江
三
丁
目
と
ち
ゅ
う
ピ

ー
パ
ー
ク
の
間
に
あ
る
土
地
を
造
成
。 

［
請
負
金
額
］ 

３
億
１
１
０
４
万
円 

［
請
負
者
］ 

株
式
会
社 

松
山 

 

指定袋1袋につき（１ℓ＝1 円） 
10ℓ…10 円 20ℓ…20 円 
30ℓ…30 円 45ℓ…45 円 

 

2018年11月号 

日本共産党 

廿日市市委員会

℡（37）0171 

大畑美紀 

植木京子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

相談の予約は 

 ↑事務所または

大畑美紀 
☏74－2310 

 
 

 

✿
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相
談
を
✿ 

日
本
共
産
党

無
料
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
後
４
時
～ 

西部地区事務所 

37 － 0171

－
01712261 

９月議会報告 
９月1１日～2８日 小中学校 31年度中に 

全普通教室にエアコン設置へ 
 専決処分も含め、災害復旧関連の費用が多く計上

されました。また、危険なブロック塀撤去費用、小

中学校のエアコン設置費用も予算化されました。 

7月 7日専決処分 
  
■７月豪雨に伴う災害復旧費 
          1億 10７万 2 千円 

農地・農業施設・林道・土木・小学校施設（佐方小学

校）災害復旧事業。 

7月13日専決処分 
 

■ブロック塀撤去工事請負費  
宮内保育園外 149万円 佐方小学校500万円 

 
9 月補正予算 

 
■７月豪雨に伴う災害復旧費 

         1億 7305万９千円 

専決処分に続いて計上。佐方小学校追加も。 

■公共施設の危険ブロック塀等対応 

専決処分以外の箇所。    ９０４万円 
 

債務負担行為補正 

■空調設備の整備及び維持管理に要する費用 
平成30年度から44年度まで  

小学校 10 億 1800万円 

中学校  ４億 6100万円 

設計・施工・維持管理を一括して委託するDBO方式でエ

アコンを設置。31年度中に全普通教室と、特別教室は約3

割に設置予定。 
 

大畑美紀市議 

 

「
ご
み
問
題
を
考
え
る
市
民

の
会
」
の
請
願
署
名
は
本
会
議

初
日
に
３
，
０
６
６
筆
、
そ
の

後
最
終
日
に
は
合
計
５
，
０
７

３
筆
に
な
り
ま
し
た
。 

条
例
案
と
請
願
は
一
括
で
、

討
論
の
の
ち
、
条
例
案
は
賛
成

多
数
で
可
決
、
請
願
は
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

有
料
化
す
べ
き
で
は
な
い
と

し
て
条
例
に
反
対
し
、
請
願
に

賛
成
し
た
の
は
、
大
畑
・
石
塚
・

広
畑
・
林
・
徳
原
・
高
橋
・
栗

栖
・
小
泉
議
員
の
８
人
で
す
。 

廃棄物の減量の推進及び適正処理並び

に生活環境の清潔保持に関する条例の

一部を改正する条例 

新
は
つ
か
い
ち 

 主なもの 

「家庭系可燃ごみ処理有料化の中止を求める」 

請願（紹介議員大畑） は不採択に 

家庭系可燃ごみ有料化の中止を求める請願（請願趣旨省略） 

・家庭系可燃ごみ袋代へ処理手数料を加算しないでください。 

・市民と事業者、行政の協力でいっそうのごみ減量化、分別回

収・資源化をすすめてください。 

 

燃えるごみ用の袋 45ℓ1枚が45円に 

2020年４月から家庭ごみ処理有料化 

 

予
算
委
員
会 

予
算
委
員
会
で
、
大

畑
委
員
は
一
般
会
計
補

正
予
算
の
う
ち
、
ご
み

有
料
化
関
連
の
費
用

（
ご
み
減
量
化
啓
発
・

有
料
化
周
知
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
印
刷
製
本
・
配
布

等
２
０
９
万
２
千
円
）

を
削
除
す
る
修
正
案
を

提
出
。
修
正
案
は
賛
成

少
数
（
賛
成
８
…
請
願

に
賛
成
の
議
員
と
同

じ
）
で
、
原
案
可
決
と

さ
れ
ま
し
た
。 

 

賛
成
多
数
で
可
決 

31
年
４
月
に
供
用
開
始
さ

れ
る
新
施
設
の
名
称
を
「
は
つ

か
い
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
廃
棄

物
処
理
施
設
に
追
加
し
、
佐
伯

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
佐
伯
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
・
大
野

清
掃
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る

条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

新
施
設
は
、
12
月
中
旬
に

試
運
転
の
た
め
廿
日
市
・
大
野

地
域
の
家
庭
系
ご
み
の
一
部

が
搬
入
さ
れ
ま
す
。（
補
正
予

算
５
２
０
万
９
千
円
） 

  

新ごみ処理施設  

名称は はつかいちエネル

ギークリーンセンター に 

31年4月～本格稼働予定 

条例改正 

市
役
所
内
全
面
禁
煙
に 

公
共
施
設
に
お
け
る
禁
煙
等
推
進
条
例 

受
動
喫
煙
に
よ
る
悪
影
響
か
ら
市
民

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
が
設
置

し
た
公
共
施
設
で
は
、
喫
煙
の
た
め
の
灰

皿
等
の
器
具
や
設
備
を
設
置
し
て
は
な

ら
な
い
と
す
る
も
の
で
す
。
規
定
が
適
用

さ
れ
な
い
施
設
と
し
て
は
、
ス
パ
羅
漢
・

吉
和
魅
惑
の
里
・
岩
倉
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

等
の
観
光
施
設
、
火
葬
場
、
市
営
住
宅
、

消
防
団
車
庫
・
格
納
庫
等
が
あ
り
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
（
反
対
７
）
大
畑
議
員

は
賛
成
し
ま
し
た
。 

条
例 

 

大
畑
議
員
討
論
要
旨 

有
料
化
で
不
適
切
な

自
家
処
理
が
増
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
。「
受
益
」

と
い
う
考
え
方
は
間
違

っ
て
い
る
。
市
が
目
的

と
す
る
「
負
担
の
公
平
」

と
は
な
ら
な
い
。
減
量

化
・
資
源
化
を
い
っ
そ

う
推
進
す
る
こ
と
が

先
。
多
量
の
ご
み
を
出

さ
ざ
る
を
得
な
い
製
造

流
通
な
ど
の
在
り
方
を

見
直
す
べ
き
だ
。 

 

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
報
道
に
Ｊ
Ｃ
Ｊ
賞 

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
が
、
優
れ
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
活
動
を
表
彰
す
る
今
年
度
の

Ｊ
Ｃ
Ｊ
賞
に
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
政
治
部
、
外

信
部
の
「
米
の
核
削
減
、
日
本
が
反
対 

核

弾
頭
の
最
新
鋭
化
も
促
す
」「『
沖
縄
に
核
』

日
本
容
認 

09
年
、
米
の
貯
蔵
庫
建
設
提
案

に
」
と
一
連
の
報
道
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

１２
月
定
例
会
は
、
１２
月
４
日
（（火
）開
会
予
定
で
す
。 

 

一一般般会会計計補補正正予予算算   



 

大
畑 
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
計
画
に

よ
る
山
林
開
発
で
、
降
雨
時
の
土
砂

流
出
や
河
川
の
濁
り
が
発
生
し
て
い

る
。
パ
ネ
ル
設
置
後
の
自
然
環
境
・

住
環
境
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。 

① 

本
市
に
関
係
す
る
開
発
箇
所
の 

現
状
と
市
の
対
応
を
問
う
。 

② 

昨
年
の
一
般
質
問
で
他
自
治
体 

の
先
進
事
例
を
示
し
、
市
に
適
切
な

規
制
を
求
め
た
。「
研
究
し
た
い
」
と

の
答
弁
後
、
研
究
の
結
果
は
ど
う
か
。 

 

答
弁 

①
本
市
内
で
太
陽
光
発
電
施

設
用
地
の
林
地
開
発
が
行
わ
れ
て
い

る
の
は
３
箇
所
で
あ
る
。 

大
野
地
域
の
嵐
谷
地
内
は
、
防
災

対
策
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
７

月
豪
雨
に
よ
り
再
度
大
竹
市
道
な
ど

に
土
砂
が
流
出
し
、
対
応
に
日
数
を

要
し
た
た
め
工
期
が
遅
れ
、
10
月
完

了
の
見
込
み
で
あ
る
。 

野
貝
原
地
内
は
旧
の
う
が
高
原
跡

地
を
造
成
す
る
も
の
で
、
調
整
池
工

事
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
、

林
地
開
発
許
可
の
変
更
を
行
う
よ
う 

 
 

指
導
し
て
い
る
。 

佐
伯
地
域
（
玖
島
）
の
三
次
山
（
み

つ
ぎ
や
ま
）
地
内
と
湯
来
町
に
ま
た

が
る
開
発
箇
所
は
、
造
成
工
事
で
濁

り
水
が
河
川
に
流
出
し
、
本
市
職
員

が
現
地
確
認
し
対
策
を
依
頼
。
開
発

許
可
を
し
て
い
る
広
島
県
か
ら
も

対
策
を
指
導
し
た
。
玖
島
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
か
ら
玖
島

地
区
全
体
の
説
明
会
開
催
の
要
望

が
あ
り
、
事
業
者
に
よ
り
水
質
検
査

の
実
施
や
、
説
明
会
開
催
な
ど
の
対

応
が
行
わ
れ
る
。 

② 

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に 

関
す
る
条
例
や
要
綱
を
制
定
し
、
電

気
事
業
者
を
指
導
し
て
い
る
の
は

全
国
の
自
治
体
の
１
割
程
度
で
あ

る
。
そ
れ
ら
は
、
関
係
法
令
を
遵
守

さ
せ
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
り
、
発
電

事
業
自
体
を
規
制
す
る
も
の
で
は

な
い
。
関
係
法
令
に
違
反
す
る
悪
質

な
事
業
者
が
あ
れ
ば
、
指
導
し
て
い

き
た
い
。
環
境
省
で
は
、
太
陽
光
発

電
を
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
対
象

に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。 

の
土
砂
が
流
さ
れ
る
こ
と
を
抑
制

す
る
。
土
砂
撤
去
は
計
画
の
砂
防

ダ
ム
が
す
べ
て
完
成
し
て
い
る
渓

流
で
は
必
要
な
い
が
、
整
備
率
の
低

い
渓
流
で
は
総
合
的
に
判
断
す
る
。 

治
山
ダ
ム
は
背
後
地
が
土
砂
で

満
た
さ
れ
斜
面
の
崩
壊
を
抑
制

し
、
勾
配
が
緩
く
な
る
こ
と
で
上

流
側
に
渓
畔
林
や
緑
地
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
た
め

一
般
的
に
上
流
の
土
砂
撤
去
は
行

わ
な
い
。
本
市
の
砂
防
ダ
ム
は
新

た
な
土
砂
の
流
出
や
堰
堤
（
え
ん
て

い
）の
損
壊
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

砂
防
ダ
ム
の
修
理
は
県
が
５
年
に

１
回
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

定
期
点
検
で
判
断
し
、
補
修
し
て
い

る
。
本
市
の
治
山
ダ
ム
は
一
応
異
常

な
し
と
報
告
を
受
け
た
が
、
修
理
の

有
無
は
県
の
今
後
の
調
査
に
よ
る
。 

住
戸
の
改
善
・
入
居
基
準
の
緩
和
を 

市
営
住
宅 

 

大
畑 

市
の
住
宅
整
備
基
本
計
画

に
つ
い
て
問
う
。 

①
住
ま
い
の
貧
困
を
な
く
す
た
め
、
ま

た
、
災
害
被
災
者
の
住
居
と
し
て
も
余

裕
ス
ト
ッ
ク
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。 

②
老
朽
化
し
て
い
る
住
宅
が
多
い
が

建
て
替
え
計
画
が
あ
る
の
は
廿
日
市

地
域
だ
け
で
あ
る
。
よ
り
よ
い
居
住

環
境
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

③
計
画
に
は
「
高
齢
者
の
支
援
」「
子

育
て
世
代
の
居
住
の
支
援
、
定
住
促

進
」
が
あ
る
が
、
現
行
の
所
得
基
準

は
厳
し
す
ぎ
る
た
め
、
空
い
て
い
る

の
に
入
居
で
き
な
い
と
い
う
声
を
聞

く
。
一
部
で
行
っ
て
い
る
市
内
住
所
要

件
の
緩
和
だ
け
で
な
く
、
所
得
制
限
の

緩
和
も
必
要
で
は
な
い
か
。 

大
畑 

①
復
旧
費
用
４０
万
円
以
下

の
農
地
災
害
に
は
国
庫
補
助
が
な
い
。

庄
原
市
は
費
用
の
４
分
の
３
を
補
助

し
て
い
る
。
本
市
で
も
補
助
制
度
を
。 

②
水
害
を
招
き
か
ね
な
い
河
川
の
堆

積
土
・
支
障
木
等
を
除
去
す
る
浚
渫

の
予
算
増
を
。 

③
砂
防
ダ
ム
の
修
理
や
土
砂
撤
去
に

つ
い
て
の
考
え
と
対
処
を
問
う
。 

 

答
弁 

①
国
庫
補
助
の
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
農
地
災
害
復
旧
事

業
は
自
己
負
担
と
い
う
今
ま
で
の

方
針
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
本
市
独
自
の
補

助
制
度
を
制
定
し
農
地
の
保
全
を

図
る
。（
今
回
は
補
正
予
算
で
対
応
） 

②
県
と
も
調
整
の
う
え
河
川
浚
渫

を
強
化
し
た
い
。 

③
砂
防
ダ
ム
は
土
石
流
を
食
い
止

め
る
ほ
か
、
土
砂
を
貯
め
て
渓
流
の

勾
配
を
緩
や
か
に
し
一
度
に
大
量

住
民
が
安
心
で
き
る
環
境
基
準
を 

砂
防
ダ
ム(

砂
防
法
に
よ
る
砂

防
事
業)

土
砂
を
せ
き
止
め
、

災
害
を
防
止
す
る
。 

治
山
ダ
ム
（
森
林
法
に
よ
る
治

山
事
業
）
土
砂
の
流
出
を
防
ぎ

森
林
を
維
持
造
成
す
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
職
員
体
制
、
避
難
情
報
の
伝

達
、
避
難
所
の
改
善
・
個
人
所
有
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
改
修
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
在
り
方

等
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。 

答
弁 

①
公
営
住
宅
供
給
が
必
要

な
推
計
世
帯
数
と
公
営
住
宅
の
供

給
数
を
比
べ
る
と
す
べ
て
の
地
域

で
充
足
し
て
い
る
。災
害
時
は
民
間

賃
貸
住
宅
の
借
上
げ
や
応
急
仮
設

住
宅
な
ど
、
迅
速
に
対
応
し
た
い
。

②
今
年
度
の
、
計
画
の
見
直
し
で

は
供
給
目
標
や
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
な
ど
を
踏
ま
え
必
要
な
改
修

や
建
替
え
等
を
検
討
し
た
い
。 

③
入
居
要
件
の
緩
和
や
単
独
施
策

住
宅
の
整
備
は
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
住
民
ニ
ー
ズ
や
福

祉
・
定
住
等
の
関
連
施
策
の
状
況

を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
空
き
部

屋
と
な
っ
て
い
る
公
営
住
宅
の
活

用
を
検
討
し
た
い
。 

＜廿日市市内のメガソーラー計画地＞ 

場所 発電事業者 敷 地 面積
（ha） 

造 成 面
積（ha） 

発 電 出
力（kw） 

玖島三次山他 第二Ｑソーラー合同会社 60.67 27.31 20,100.0 

宮内字野貝原 saferay Japan project portfoｌio 合資会社 105.2843 63.4179 40,000.0 

大野字嵐谷 合同会社 MERCHANT ENERGY 第七 25.9 16.4 10,000.0 

 （数字は予定）資源エネルギー庁のホームページと市からの聞き取りによるものです。 

 

工事が進む のうが高原 

（大峰山からのぞむ） 

後
も
多
く
の
懸
念
が
あ
り

ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
は

ず
の
太
陽
光
発
電
が
環
境

に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
。
広
島

県
の
森
林
審
議
会
で
は
委

員
か
ら
「
Co²
吸
収
源
と
し

て
は
森
林
を
存
続
し
て
お

い
た
方
が
有
効
で
は
な
い

か
。」
と
の
発
言
も
。 

よ
り
厳
し
い
法
規
制
・
環

境
基
準
が
必
要
で
す
。 

環境規制の弱い日本 

早急に法的位置づけをし、再生可能

エネルギーの健全な利用拡大を 

原発ゼロへ 

●

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
は
６
月
議
会
で
行
い
ま
し
た 

大畑美紀議員の一般質問 

太
陽
光
発
電
施
設
建
設
で
山
林
開
発 

 
新はつかいち  

 

災
害
時
の
体
制
・
対
応
の
見
直
し
は 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る

林
地
開
発
は
各
地
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
例
が

多
く
、
独
自
に
条
例
や
要

綱
を
つ
く
る
自
治
体
も
増

え
て
い
ま
す
。
問
題
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
土
砂
の

流
出
だ
け
で
な
く
、
工
事

に
使
用
す
る
大
量
の
再
生

砕
石
か
ら
染
み
出
る
物
質

等
が
河
川
の
水
質
に
与
え

る
影
響
で
す
。
ま
た
、
パ

ネ
ル
設
置
後
、
売
電
終
了

７
月
豪
雨
の
経
験
か
ら 


